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I 緒

平面構成である和服は， 洋競のように綿部に

わたって正確な人体寸法を用いなくても， 各部

の定寸を多少増減させれば， 着付けによって大

体の体型を カバーする事が可能である。 ただし，

ゆき丈だけは例外で着付けによる加減が不可能

である。 近年の 日本人の体格の変化は著しく，

特に身長の伸びに伴って人体寸法としてのゆき

丈が長くなっている問。 人体寸法のゆき丈は，

和服では肩幡と袖幅にふりわけられるが， 和服

の構成上， 並幅という和服地の布幅が， ゆき丈

や肩幅と後幅の関係などに問題を生じさせてい
る。

以上のように， 和服のゆき丈は構成上の必要

寸法でありながら， 従来の和服構成法における

人体ゆき丈計拠法には必ずしも一定の方法がな

い。 そ こで本研究では， まず， 和競のゆき丈計

測法と布幅の調査をおこない， 次に， 和服のゆ

き丈計測法 2 穫と洋服ゆき丈の計測法の 3 方法

でゆき丈の計測をお こなった。 その結果を用い

て 5 着の実験衣を製作し， 着装写真による官能

検査と写真計測をおこない， そ こから適切なゆ

き丈計測法について考察をおこなった。

* 本学助手 被服 審幸成学

日本学教授 被服構成学
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II 研究方法

研究は次の 4 段階についてお こなった。

1 ， 予備調査

。和親のゆき丈計測法の調査

②反物の布幅調査

2 ， 身体計測

3種 類のゆき丈を含む11項自 について計測し

た。

3 ， 官能検査

ゆき丈計測結果を用いて 5 着の実験衣を製

作 し， 適切なゆき丈はどれであるかを写真を用

いて， 3 者択一， および複数回答で調査した。

4 ，  による計測および適切ゆき丈の算

出についての考察

手首位置に黒の輪ゴムをはめた着装写真を用

いて， 手首から袖口までのあがり寸法を計測し，

官能検査結果と人体計測結果により適切ゆき丈

の算出をおこなった。

以下， 各段階ごとに方法と結果， 考察を述べ

る。

III 予備調査の方法と結果

1 ， 和搬のゆき丈計測法の調査

(1) 方法



表l ゆき文言十測法資料 の10例

資料
名 ミ警 者 名 文 主主 苦受 現NO. 

1 新しい役立て方のきもの 上 回 美校 手をまっすぐ擦に あげて背すじからそ手首のくるぶしまで

2 あ た らし い 和 童文 吉 田 羨花 手を水平にして背骨Jニ端から手首

3 和 服 童文 縫 全 議 婦 人 生 活 出 版 部
手を績に水平にまっすぐ伸ばして首のつけ恨のぐりぐり

から手首のぐりぐり外側きわまで

7 和 裁 の 研 究 成田頗， 石原アイ 頚椎から手首の関節まで はかる

8 記 号 式 和 童文句Í]) 立百 {際 セ ツ 腕を綴に あげ背中央から手話までの寸法

13 会訂 最新和 主主 全議 波El3ìI 穏野
手を水平に あげてせきついから手のくるぶしの中央まで

馬山線に そい， メジャーでまっすぐ計る。

14 わ かり や す い 和 裁 f中野 正 予 手'â:綴にあげて， 背の中心より手首のぐりぐりがかぶさる寸法

16 立 体 和 裁 谷 扶鐙 そF 手を水平に伸ばし，背骨第1節より手首の節まて焼の線に沿わせて十lcm

18 被 目長 I宮坂 和 維ほ か 手 を45'ぐらいにあげて背の中心から潟骨を通り 手 首までHる

26 和 裁 の 基 礎

16 

fコ十1 cmココゆき丈

滋数字l主
資料泌を}é.わ寸

持! �ちéJ'Ç(資料;\(l6、 12)
は行く

中島 万智子ほか 背中心から手首のぐりぐりまで

26 

図1 ゆき丈計測法の留について
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調査資料は， と高等学校家挺科 教

科書の26時 (資料No. 1 3) - NO.2628つである。 それ

らの中から， ゆき丈計測時の計測点， 姿勢， 方

法に関する記述を描出し， 相違点を分析した。

によって説明 されている資料は， 26冊中16 冊で

あり， 図1 に示す通りである。

(2) 識査結果および考察

①ゆき丈計拠法の記述および説務調について

計測法の記述は， 資料によって様々であり，

代表的なもの10例を表 1 に示した。 陸(写真含〉
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②着装時の袖口位置の記述について

ゆき丈計拠法の他に， 着装時の適切なゆき丈

について説明 されている資料は 6 冊であり， い

ずれも上肢下垂時に袖口どまりが手首点位置に

ある状態がよいと説明 されている(罰2 ) 。

③計測点について



表 2 人体計測点、に関する各資料 の用語
霊童 椎 占 (第7頚様車京突走塁先端〉 手首点(尺骨茎突点〉

各 資 料 の 用言語 資料NO. 各資料の用語 資 料 NO. 各資料の用語 資料NO.
ZE 縫 お 22 者 21 手 首 占 22 

'l[& 椎 7.9 1雪 εド ，心 9. 14. 15 
18.23.26 手 主主

2.8. II 
15，18 

干守 椎 12.13 菅 中 失 8，1l.24 
手話のぐりぐ 3，6，10 
り 14，26 

替の上の脊椎骨4 脊 す じl 手首のくるぶ 1. 5， 9 
し 21，23 

誌 の 後 ろ17 背骨の童書l節16 手設の 長官 16 
首 の つ け線

首のつけ根のぐり
ぐり

æJ2 藩装時の袖口位置について

人体計測点に関する用語に統一性がなく， 頚

椎点と手首点についてみると， 表2 に示すよう

に， 頚椎点を表わす用語はお通り， 手首点を表

わす用語は 7 通りにもなっている。

@計測姿勢と方法

和報の寸法としてのゆき丈は， 肩幅と紬轄を

プラス した長さをいい， 人体寸法としてのゆき

丈は， 前項③で述べたように， 表現方法に相違

はあるにしても， いずれの資料も， 上肢僻挙の

状態で， 顕椎点から手首点までの長さをゆき丈

としている。 しかし， その計測姿勢や方法は様々

で， 表Hこ示すように上肢を水平に側挙した状

態で屑峰点を通って計測している方法が最も多

く， 全体の約4 0%である。

⑤まとめ

以上の結果から， 和服のゆき丈計測法を大別

すると， 俣�挙90。と{I!�挙結。の 2種 類ではあるが，
各資料によって徴妙に異なっていることがわか

る。 これは， 和服の場合， 着装時における和服

の璃山， 袖山位置が人体の扇稜線より後聞がわ

にずれ， 人体計測位置と一致しない事が計測法

に統一性を欠いている原因であろう。

また， 着装時にどの程度の長さであれば和服

のゆき丈として適切であるかについて明 示され

ている資料は， 全体の約23%と少ないが， それ

らはいずれも上肢下垂時に袖口どまりが手首位

る状態がよいと普かれてあり， 着装時に

適切と思われるゆき丈には一定の見解があるの

ではないかと考えられる。

10，25 背 骨上端2 手主主の関節7

3，5.6 手のくるぶし
4， 12， 13 
17，24，25 

2 ， 反物の布幅調査

反物の布幅は， 構成上， ゆき丈と重要な関わ

りあいをもつ ことから， 市場に出まわっている

反物の布掘を， 用途， 織維別に調査した。

(1)方法

①調査時期

昭和58年3月実施

②調査サンフ@ル

小売居( 2 店舗) 121，点，

学生 教材127点， 総計338点

③計測方法

(lJï5舗) 90点，

経糸に対して垂麗にメジャーをあて， 耳から

耳までをミリ単佼まで求め 3ケ所の王子均をそ

の反物の布幅とする。

(109) 

(2) 調査結果および考察

結果は表4 に示す通りである。 総数の平均値

は37.2cm で， 最高と最低では5.8cmの差があ

り， ーロに並幅といってもいろいろの|隔の反物

が製造されている事がわかる。 種 類別では， 男

物， 特にウールプンサンプノレ地 が39-41.5 cm

と幅広であるが， これは， 羽織のゆきを充分に

取るためと考えられる。 女物では一番上に着る

前コート地に4 0 cm， また， 極くわず、かではある



が， 紬類や絹着尺地の中にも39-4 0 cmの幅が

みられた。 逆に， 浴衣地には35cm前後の極端に

幅のせまいものがあったo これらの事から， ゆ

き丈を長くする必要性が高い種 類の反物のl煩か

ら， 従来より 2 - 4 cm広い幅の反物が製造さ

れていると考えられるが， その数はまだ， 極く

わずかである。

IV 身体計測

和服のゆき丈計測法の調査から， 主として側

挙900， 側挙4 50の姿勢で計測されている ことが

わかったので， 洋服の静立姿勢での計測を加え

て 3種 類のゆき丈計測方法を採用し， その他

に基本人体寸法の計測をおこなった。

1 ， 方法

(1) 被験者

被験者は， 昭和57年度本学学部， 銀期 大学部

2 年生和裁震修者110名とした。 被験者は， ブラ

ジャー， ス リッ プ着用， 素足とした。

(2) 計測用具

マルチン計測器， 扇角度計を用いた。

(3) 計測基準点および計測項呂

計測基準点， 計測項 目は下記の通りである。

①基準点 (黒サインベンで印す) (閣3 )

頚椎点 (B，N， P ) :第 7頚椎稼突起先端

肩峰点:肩甲骨肩蜂の外側端

洋服ゆき丈

表4 反物の誠査

後 要員 調査
平均値

反数

総 数 338 37.2 

82 36.8 

þ;物ウ ノレ地 16 37.2 

37.1 

男物ウ ノレ地 12 40.9 

納 類 51 37.4 

絹着尺地 51 36.9 

振 袖 地 11 37.4 

総羽尺地 21 36.9 

F百コ ート地 25 37.6 

綴 祥 主車 28 36.4 

手首点:尺骨茎突点

②計測項釘 (11項 目〉

擦準{偏差
1.14 

0.83 

0.54 

1.33 

0.81 

0.70 

0.61 

0.60 

0.50 

1.05 

0.47 

(cm) 

設言言{度 絞低値

41.5 34.7 

38.0 35.0 

38.0 36.0 

39.7 34.7 

41.5 39.0 

39.0 35.9 

40.0 35.8 

38.0 36.5 

38.3 36.4 

40.0 36.5 

37.5 35.3 

1 ) 身 長 2 ) 胸躍 3 ) 鵬閤 4 )腰閤 5 ) 

肩傾斜 6 ) 静立時背肩幅(洋服背肩幅) 7 ) 
側挙4 5。背罵幅 (4 50背肩幅) 8) 側挙900背肩

幅 (水王子背肩幅〉

9 ) 静立時ゆき丈 (洋服ゆき丈〉

10) 側挙4 50ゆき丈 (4 50ゆき丈〉

11) 傑挙900ゆき丈 (水平ゆき丈〉

(図4 ) 

(閤 4 ) 

(図4 )

ゆき丈は， 基準点 3点を通る体表実長 (テ

プメジャー計測傭〉とする。 背肩幅は， 頚椎点

から清峰点までの体表実長とする。 以下， ( ) 

内の名称を用いる。

2 ， 結果および考察

(1) 結果

45・ゆき丈 水平ゆき丈

酪3 計測基準点 臨4 ゆき丈3 穏の計測持のポーズ

(110) 



表5 身体計jJlUif.古来とゆき丈の差と収縮率 (cm)
名 称 平均緩 擦準矯差 最r誌イ復 最低億

身 長 157.7 4.96 169.4 147.4 

E匂 問 84.2 5.10 105.1 77.2 

1持 閤 63.9 4.52 85.2 57.6 

E襲 関 90.1 4.48 110.4 80.1 

Eヨ 綴 事} 20.6 ' 3.75。 30 • 11' 

j平日R手干潟縞 20.4 0.90 23.0 18.5 

45'背 局 中高 18.7 0.94 21.3 16.7 

水 平背扇綴 16.0 0.98 18.3 14.4 

洋 服 ゆ き 丈 71.2 2.63 76.9 64.5 

45'ゆ イ、、』ー 丈 67.4 2.58 72.8 61.2 

水 王子 ゆ き 丈 63.5 2.48 69.1 57.0 

洋 服 水 平 7.7 0.9 9.9 5.8 
ゆき丈 ゆき丈

洋 服 45白
3.8 0.7 5.4 2.3 

ゆき丈 ゆき丈

45' 水 平
3.9 0.6 5.7 2.3 

ゆき丈 ゆき丈

水平ゆき丈i収縮率 10.8% 1.1% 14.0% 8.0% 

45'ゆ き 丈収織率 5.3% 1.0% 7.5% 3.4% 
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身体計測結果は表 5 に示す通りである。 身長

157.7cm， 絢囲84，2cmとし、う平均鑓は， 日本人

体格調査吟喜果と比較すると， 胸曲がやや大き

いが， 両年令の文化女子大学の計測値29)と比較

して， ほぼ王子均的な体格であるといえる。

ゆき丈は， 側挙90'に近づくほど収縮して催が

小 さくなる事がわかるが， これらの数値から差

や収縮率を求めると， 表 5 のようになる。 調査

資料にみられた和搬のためのゆき丈計測法の

45。ゆき丈と水平ゆき丈には， 平均で 4 cm近い

差が認められることになる。 この事は， 和搬の

ゆき丈の適合に対する良苔の判断に幅があり，

あいまい さを示しているといえる。

(2)ゆき丈に関わる人体蕗子の抽出

3 種 類のゆき丈および水平， 45。ゆき丈収縮率
胸間

について， 身長， 胸罷， 比胸閤(一一x 100) ， 身長
扇傾斜， 洋服背肩幅， 洋服ゆき丈との相関を求

めた結果が， 表 6 である。 この結果をみると，

ゆき丈との相関は， 身長が最も高く， 約0.83で

ある。 ゆき丈収縮率との棺闘は全般に低いが ，

比胸盟が水平ゆき丈収縮率と0.40の相関を示し

ている。

さらにゆき丈収縮率に関わる陸子を抽出する

表 6 Iやき丈と計測項目との相関

計.......... 調j\エ露、 目\ゆ\き\
3ヒ j平総ゆき丈 45'ゆき丈 7)(平ゆき丈

*-平ゆき丈 45'，争き丈
i江綴率 収総主事

身 長 0.82 0.83 0.82 0.15 -0.14 

ii!sJ 務 0.21 0.14 0.10 0.26 0.23 

比開(罪判 -0.19 -0.26 -0.31 0.40 0.30 

扇 綴 幸'i I 0.16 0.09 0.05 0.26 0.20 

I芋ijÆ Wf潟綴 0.58 0.52 0.47 0.21 0.17 

洋ijÆゆ きラヒ ...------ 0.96 0.95 0.12 0.03 

表7 7)<平ゆき丈王子均土0，5の被験者
17名の身体計測値

名 称
水 平 ゆ き 3と
身 長 156.9 3.46 162.4 
1均 殴 85.2 6.87 105.1 
扇 {頃 手」 23.1" 3.83' 30・

洋 服 ゆ き 3ヒ 70.9 1.08 73.0 
45'ゆ き 交 67.3 0.86 69.0 
洋 服 水 平 7.5 1.00 9.7 ゆき't ゆき丈
45' 水 平 3.9 0.71 5.7 ゆき丈 ゆき丈
lt胸腿 (…胸牙ー拭囲 X 100) 54.3% 4.29% 

表8 水平ゆき文士0，5の被験者17名の
ゆき丈と計測項自の相関

y x 格関係数 回帰式 Yーω+b

洋服ゆ き 丈身 長 0.33 Y =0.10x+54.8 

45'ゆ き 丈身 長 0.52* Y =0.13x+47.14 

洋 服 水 王子 胸 閥 0.67車場 Y =0.10x+0. 75 
ゆき丈 ゆき3と

45' 水 平 胸 閤 0.43 Y =0.04x+0.15 
ゆき3と ゆき丈

洋 服 水 平 上ヒ胸囲 0.62*・ Y =0.14x-0.31 
ゆき丈 ゆき3と

45' 水 平 上と胸閤 0.31 Y =0.05x十1.13
ゆき丈 ゆき3ヒ

洋 服 水 平
潟傾斜 0.58* Y =0.15x+4.05 

ゆき丈 ゆき3ヒ
45' 水 平 Y =0.08x十2.16

ゆき丈 ゆき丈
五雪綴斜 0.42

* * (危険率1 %で有意) * (危険率5 %で有窓〕

ために， 水平ゆき丈平均倍63.5土0.5 cmの被験

者17名について相関を求めると， 表 7， 表 8の

結果となった。 表 7のように， 水平ゆき丈王子均±

0.5の被験者にも洋服ゆき丈と水平ゆき丈の

が最小で5.9cm， 最大で9.7cmと3.8cmのばら

つきがあり， 表 8 の相関分析でみると， 洋服ゆ

き丈と水王子ゆき丈の差に胸闘が0.67と最も棺関

が高く， ついで比胸臆が0.62である ことがわか

る。 つまり， 胸罰の大きい人の方が， 洋服ゆき

丈と水平ゆき丈の差が大きくなる傾向がみとめ

られる。

(111) 



表9 実験衣仕立てあがり 寸法
(cm) 

名 称 仕立てあがり寸法 名 称 仕立てあがりす法

身 3ヒ 165 部j 専亘 23 

袖 丈 49 京王 鰯 15 

者出 付 22 1fさがり 23 

持i ロ 23 衿 下 80 

1ffiまるみ 10 合 後申高 13.5 

衿潟あき 8.5 衿緩(iまち衿) 中心 5.5 

衿うも 7.5 

くりこし 2 ゆ き 62-70 

身 八ッ r:J 13 扇 申富 30-35 

後 申富 28.5 袖 続 32-35 

V 官能検査

人体の計測結果では， 洋服ゆき丈と水王子ゆき

丈で平均7.7cm， 450ゆき丈と水平ゆき丈で平均

3.9 cmの差がある事が判明 した。 和裁専門書の

調査では， 主流は水王子計測であったが， 45。計部

法も数時みられた ことから， 実際にはその差が

どの程度の規覚的な美的効果の違いになるの

か ， また， 和服に関する 専門家は着装時にどの

長さになっているものを適切なゆき丈と判断し

ているかなどについて官能検査をおこなった。

実験は， 次の過程でおこなった。

し 実験衣製作

2 ，  

3 ， 馨装写真による官能検査

し 実験方法

(1) 実験衣製作

①使用生地

反物の布楢調査での王子均布幅に近い白 地浴衣

地( 木綿〉布幅37.0 cmのものを 5 反使用した。

柄は 需ーのものである。

②実験衣の製作

ゆき丈の異なる大裁女物単衣長着を 5 着製作

した。 各部の仕立てあがり寸法は， 表9 に示す

通りで， 大塚末子著「和裁1 Jを 参考に決定し

た。 ゆき丈以外はすべて同一寸法にした。

ゆき丈は表10に 示 す よ う に70 cmを 最 大 と

し 2 cmき ざみに最小62cmのものまで 5 種

表10 実験衣のゆき丈と分割

国5 実験衣の袖付， 身八ツ口線のむすび方

とした。 この設定条件は次の通りである。

i ，  37cmの布轄で縫製可能で‘ある事。

ii ， 水平ゆき丈平均値63.5cm， 45。ゆき丈平均

値67.4cm を カパーしている

ii i  ， 水王子ゆき丈平均{賓と45。ゆき丈の差約 4

cmの簡に適切なゆき丈のある可能性を考

して 2 cmき ざみとした。

ゆき丈は， 東部として 2 cmの差をつけて，

幅と袖幅とに分割した。 ただし， ゆき丈70 cmの

場合には， 扇轄と袖幅は 間寸とした。 肩幅と後

幅の差が大きくなるにつれて縫い代の始末がむ

ずかしくなる ら， 袖付， 身八ツロ線の傾斜

は， 図5 に示すように， ゆき丈62， 64cmは通常

の身八ツ臼投置で， ゆき丈66 cmはそれより10

cm下， 68cmは20 cm下， 70 cmは40 cm下の位

置にずらして肩幅と結んだ。

③縫製方法

大塚末子著「和裁1 Jの大裁女物単衣長着に

よる。

④着装方法

各モデノレとも本人の水平ゆき丈に一番近い実

験衣から長い方へ3 着着用し， 鎧い方からA，

B， C， と記号をつける。 実験衣Aはそデノレ本

人の水平ゆき丈， 実験衣Cは各モデルのほほ450

ゆき丈に相当する。

着付け方は， 腰閤と問題の差を少なくするよ

(112) 



表11 官能検査モデルの身体計測値 と実験衣のゆき丈 (cm) 

民共 身 長 胸 函 胸 囲 際 関 肩{頃斜

149.4 83.0 62.3 84.0 23。

I I  156.3 82.2 60.2 86.0 15' 

III 155.9 82.0 63.5 85.5 18。

IV 157.5 90.0 65.7 96.0 25' 

V 159.7 86.5 58.5 88.5 29' 

VI 161 2 88.5 66.0 91.1 25' 

YII 161.5 93.8 66.8 95.8 22。

VIII 163.2 84.0 61.5 86.5 28' 

うに， タオノレなどで鯛の補正をお こない， 各モ

デノレに着付け者2名によって出来るだけ陪ーの

着付けをした。

③モデノレ選択の条件

62cm， 64cm， 66 cmのゆき丈のいずれかに水

平ゆき丈が適合する事を条件に， 8名を選出し

た。 ただい適合は土0.5cmの許容轄をみた。

各々のモデ、ノレの計測値は， 表11に示す通りであ

る。

(2) 写真撮影方法

各モデルごとに， 実験衣 3 着について， 静立，

を前に組む， 前挙 45"， 仮�挙45"の 4 ポーズを正

面および側面から撮影した。 主として和服着用

時の日常勤作の範囲内のポーズとした。

撮影距離 9m， レンズ中心高は， 各モデルの

前面で帯の上端とした。

(3) 着装写真による官能検査方法

①官能検査資料

前記の写真のうち， 同一実験衣の( i )静立の正

面， (ii)手を組んだポーズの正面， (iii)静立の側面，

(iv)前挙結。の側面， (v)側挙結。の正面の計 5 枚を

よこに貼り， たてに実験衣 3 種 を並べて， 1 枚

の台紙にそデノレ 1名分15枚貼ったものを 8名分

作 成し， 資料とする。 鴎6 はその 1名分の資料

である。

②アンケート用紙

プンケート用紙は表12に示す通りで， 調査形

式は， Q 1 では 3 種のゆき丈の中から最も適切

と思われるゆき丈をlつ選択し， Q 2 では， ゆ

き丈を決定する上で重要視したポーズの選択を

複数回答とした。 (ポーズは写真( i )-(v)をそれそ守

洋 綴 45' 水 平 水平ゆき 上ヒ胸殴 実験衣ゆき丈
ゆき丈 ゆき丈 ゆき丈 丈収縮率 A I B I C  

69.4 65.9 62.0 10.7% 55.56% 62 64 66 

68.8 65.5 61.5 10.6% 52.59% 62 64 66 

70.4 67.5 63.5 9.8% 52.60% 64 66 68 

72.4 67.7 63.5 12.2% 57.14% 64 66 68 

73.0 69.8 65.8 9.9% 54.16% 66 68 70 

73.8 69.5 65.8 10.8% 54.90% 66 68 70 

74.8 70.8 65.8 11.9% 58.08% 66 68 70 

73.4 68.9 65.8 10.4% 51.47% 66 68 70 

(113) 

れ 1 - 5 とした。 〉

③パネラ

官能検査の内容から， 和搬に関係のある人の

詔答が必要なので ， 和裁教師30名， 着付け講師

30名， 呉服鼠売員20名， 比較対象として学生30

名， 合計110名をパネラーとした。

ム 結果と

(1) Q 1 の結果

①総合集計結果

全パネラーの 8 人のモデル全員に対する回答

集計結果は， 間Hこ示す通りである。 45.7%と

半分近くの人がBのゆき丈を支持している。 こ

の結果は， 適切なゆき丈が水王子ゆき丈と45。ゆき

丈のほぼ中間にある， 水王子ゆき丈より約 2 cm 

いものの方が適している あらわしてい

る。

②モデノレ別集計結果

モデノレ別の集計結果は閤 8 に玉沢す通りであ

る。 II ， IIIのそテツレを除いて， やはりBの支持

*AB， BC Iま， 中関を支持した緩

図7 官能検査(Q 1 )結果ー総合一
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�和裁教師 盤盟着付言語師 o呉服販売員仁コ学生 ※AB， BCの中閥解答は省略

国8 官能検資(む1 )結果ーモデル別・パネラ…職業別一

が多いという結果になった。 II， III、IVのモデ

ルは本来実験 衣 Aが本人の水王子ゆき丈より

O.4 - 0.5cm長いものを着用している事から，

この結果になったと思われる。 ただし， IVのモ

デノレは， ゆき丈収縮率の大きいモデルで、あるた
め， 静立時ではむしろちの方が好ましいと判断

されたと考えられる。 また， 図8 にはパネラー

の職業別の内訳も示した。 学生は， 和服関係者

が支持しているゆき丈より 1 ランク 長いゆき丈

を選ぶ額向にあるが， それによって全体の頗位

が変化はしていなし、。 また， 和服関係者 3 者の

開に顕著な差はみられない。

(2) Q 2 の結果

Q 2 の結果は図9 に示す通りである。 ゆき丈

を決定する擦に重要視するポーズは， 全ノξネ

ラーの集計ではポーズ 5 が58.2%と最も多く，

続いてポーズ 1 ， ポーズ 2 と 3 のj般になった。

職業別で比較してみると， 学生はどのポーズに

陸詔ー有It主主主自fi 瞳富盛“制、Ll納li 1:.;.;.:j."'%JJ民!恥'd�仁コ 判e ( ) J村は軍造業7JIJパネラー数に対する%

国9 官能検査(Q 2 )結楽(複数回答)

(115) 



.!Hの総コム

関10 計測に使用した写真
国11 禍臼のあがり

寸法計測位鐙

も23-40%とばらつきをみせているのに対し

て，和裁教師の73.3%，呉服販売員の80%がポ

ズ 5 を支持している。 この事から， 学生の判断

の基準ははっきりしておらず， 和服に関係のあ

る人達は， 経験によるある判断の基準をもって

いると考える事が出来る。

VI 藩装写真による計測および

適切ゆき丈の算出についての考察

1 ，  目的

前述の判断の基準を数量的に把捜するために

写真計測をおこない， 適切な袖口位置の検討を

お こなった。 また， その結果から， 適切ゆき丈

の算出を求めた。

2， 写真計測の方法

官能検査用の写真撮影と同時に， 手首線を明

瞭にするために手首位置に黒の輪ゴムをはめた

写真 (関10) を撮影しておき， その写真の中か

ら， 官能検査の結果からゆき丈判定に重視され

たポーズlと 5 について， 手首線から袖口まで

のあがり寸法を手首の内側と外側について計測

した〔国11)。

3 ， 写真計測結果

手首での袖口のあがり寸法計測結果は， 表13

に示す通りであった。 各モデルの官能検査で、最

も適却とされた実験衣を太枠で示している。 こ

の表から全体的傾向として，

lポーズ 1 (静立時〉での袖口の内側が手首

線 (黒輪ゴムの線〉にかぶっているものは 快適

却11 とされていないものが多い。

ii静立時で， 袖口内側と手首線の距離が O

(116) 

図12 写真計測による適切ゆき丈の被口佼霞

(平均)

表13 写真による計測結果 (cm) 

代トにモ、Vで七1な1よ… ズ
ボ ス 1 ポ ス 5 

A B C A B C 

内 1.4 1.9 0.3 
I 

外 3.0 1.1 1.9 0.3 

内 0.5 0.2 
II 

外 3.5 0.5 0.2 

内 。 0.2 
III 

外 2.0 0.2 

内 1.3 
IV 

外 3.2 1.3 

内 1.5 0.4 0.4 V 
外 2.6 1.5 0.7 0.4 

内 1.5 0.4 0.7 
VI 

外 3.7 2.5 1.2 0.7 

VII 
内 3.0 1.3 2.3 0.3 

外 5.3 3.3 1.0 2.3 0.3 

内 3.0 0.8 2.0 0.3 
VIII 

外 5.0 2.5 1.3 2.0 0.3 

※ーは手首線より袖口が長く計測不可能を表わす

※太枠は官能検査で支持されたゆき多こを表わす

- 0. 5 cm までの間に れ適切H と されたものが多

し、。

IIIポーズ 5 (側挙4 5 ')では， 手首線と袖口は

0.3cm より 少ないものでかぶっていないもの

が 快適切H と されている。

とし、う事が読みとれる。 また， 適到なゆき丈に

選ばれた実験衣の静立時の袖口内側の手首線と

の距離は，平均0.43cm，外側では，平均2.2cm，

側挙4 5 'では袖口はほぼ手首線と平行に， 平均

0.16 cm離れている結果である。 ( 表中のーは O

とみなしている。 ) (図12)

以上の事から， ゆき丈 2 cmの間階の実験衣



表14 各モデルの適切ゆき丈 (cm) 

モデノレ 官能検査で
写真計総に支持された 適切ゆき丈No 

ゆき丈
よる加不足

64 安-0.1 63.9 

11 62 +0.5 62.5 

III 64 。 64.0 

IV 66 安一0.2 65.8 

V 68 +0.4 68.4 

VI 68 ート0.4 68.4 

VI I 68 十1.3 69.3 

れ11 68 十0.8 68.8 

安の{邸主計算より推定した値

である事も考慮に入れると， 適切なゆき丈は，

静立時で袖口の内側が手首ちょうどの位置にあ

る事が 1 つの条件として抽出でき， また， 僻挙

4 50で袖口と手首線が一致するものが適切であ

ると考える事が出来る。 ただし， 内側のあがり

寸法が1.3cmのものまで適切と判断 されてい

るものもあり， ある程度の許容幅で判定されて

いる事が読みとれる。

3， 適切ゆき丈の算出について

適切ゆき丈てど前述のように考え， 表13のポー

ズlの内側での手首線、からのあがり寸法を不足

寸法とみなして， 各モデノレの適切ゆき丈を求め

ると表14に示す通りである。 表13中でマイナス

表示でい適切/1 と されているものについては，

A， B実験衣の着装持の手話内倶IJの平均的な差

(表13モデルVVIVIIVIllのA， Bの差の王子均) に

よって補った。

表14の各モデルの適切ゆき丈と計測した 3種

のゆき丈との相関および酪帰式を求めたものが

表15である。 いずれも高い相関であるが， 水平

ゆき丈， 4 5。ゆき丈ともに上肢の側挙角度を決め

る際の不正確さが問題となるので， むしろ洋服

求めた。 各過程での結果は以下の通りである。

①和裁指導蓄にみるゆき丈計測法は不統ーで

ある。姿勢は， 上肢を水平もしくは品。傑挙の状

態で計測されており， 静立時計部は使用してい

ない。 上肢を水平にあげて庸蜂点を通る計測法

が最も多く， 資料の約4 0%であった。

②市販の布幅は37.0 cmが最も多く， これで

可能な最大ゆき丈は70 cmである。

③ゆき丈の人体計測では，被験者110名の平均

が， 洋m�.ゆき丈71.2cm， 4 5。ゆき丈67.4 cm， 水

平ゆき丈63.5cmで， 洋服ゆき丈に対する収縮

率は， それぞれ5.3%， 10.8%である。収縮率の

多少は， 全体では比胸罷との相関が最も高く，

0.40， 冊一ゆき丈被験者では， 胸国と0.67， 比

胸囲と0.62の相関があった。

④ゆき丈 2 cm間関の実験衣による適切なゆ

き丈の官能検査では， 蒼装者の水平ゆき丈と4 5。

ゆき丈の中間寸法が適切なゆき丈と判断 され

た。

⑤適切なゆき丈の着装時の状態は， 静立時で

袖口内側が手首位置にあり， 側挙4 50では袖口と

手首線が一致するものと考えられる。

@適切ゆき丈の算出は， 計測姿勢が安定して

いて， 一般に計測しなれている洋服ゆき丈を用

いて算出する方法が， より適切な植が得られる。

その回帰式は， 洋服ゆき丈x 1.22-21.1となる。

で、使い慣れているゆき丈 (静立時〉をもとにし 今回の官能検査は， 実験衣を浴衣地l素材で

て和服ゆき丈を算出する ( y = 1. 22 x 1 -21.1) お こなったが， 素材を変えれば， また異なった

のが適切ではなし、かと考えられる。 結果も生まれてくる可能性があると思われる。

しかし， 様々な和服のゆき丈計測法のある中で，

VII総括 水王子ゆき丈と4 5。ゆき丈の中間寸法に支持の

まった事は， 適切なゆき丈を決定する上で，

和服ゆき丈の決定要因を調査と実験によって 要な結果が得られたと思う。 他の素材との比較
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等については， 今後の課題にしたいと思う。

本研究をまとめるにあたり， 実験にご協力い

ただいた本学大平光子講師に深く御礼申し上げ

ます。 また， 布幅調査やアンケートにご協力い

ただいた方々および被験者の学生に心から感謝

いたします。
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